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＊第 37 回(5 月 15 日)  石田泰尚(ヴァイオリン) 卓越した技術、パフォーマンス、聴衆をひきつける優美な魅力 

          豊かな音楽性は、｢繊細で優美な音楽をさらにきめ細やかに表して、浄化され

た深い詩情が香り立つ魅惑的な演奏｣(音楽の友)など、各方面から高く評価され

ている。今や全国域において絶大なる人気を誇る、今最も注目されている若手

音楽家の１人である。神奈川県出身、国立音楽大学を首席で卒業、神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団ソロ・ソロコンサートマスター。 

 

＊第 38 回(７月 10 日） アフロ・クバーノス（ラテンミュージック）全員実力派のラテンミュージシャン 

リーダーペドロは、キューバ出身のサックス、フルート奏者、作詞･作曲家。
ニューヨークのサルサ界を代表するアーティスト、｢El Fuelle｣がアルバム
｢Tremenda Rumba｣(2002 年度グラミー賞ラテン部門ノミネート)に収録されて
いる。日本ではＮＨＫテレビでライブ活動等の様子が放映され、中島美嘉等、
日本人アーティストのライブにも出演している。 

 

＊第 39 回(11 月 13 日)  徳永二男(ヴァイオリン) 人気、実力ともに日本を代表するヴァイオリニスト 

          横須賀出身、1976 年にＮＨＫ交響楽団のコンサートマスターに就任、その後
首席第 1 コンサートマスターを経て、ソロ・コンサートマスターの重責を担い、
長年ＮＨＫの顔として抜群の知名度と人気を誇る。1994 年ＮＨＫ交響楽団を退
団、ソリストとして数多くのリサイタルを行い、近年は楽器の引き比べなど、
親しみやすいトークを交えたコンサートが好評を博している。 

 

＊第 40 回( 1 月 22 日)  土田聡子（ソプラノ） 神が与えた美声コロラトューラ・ソプラノ 

          東京藝術大学卒業。イタリアに渡り、サンレモン国際音楽コンクールで審査
員特別賞など評価を受ける。これまで「コシ・ファン・トゥッテ」のデスビー
ナ、「リゴレット」のジルダなどに出演。 

 
            秋山徹（テノール) 幅広い声域とキャラクターを活かし聴衆を魅了 

          数多くのバリトン役に出演。研鐟を積んだ後、テノールに転向。自ら企画す
るコンサートでは、抱腹絶倒･驚天動地！オリジナリティ溢れる魅力あるステー
ジ作りを目指し、積極的な演奏活動を行っている。 

 
田中梢(ピアノ) 超絶技巧、聴く者の心を豊かにするピアニスト 

          お話と演奏の楽しいコンサート｢ピアノのびっくり箱｣を各地で開催。伴奏者
としては器楽曲・歌曲・オペラ・ミュージカル・ポピュラーなどジャンルを超
えて多数のソリストと共演。現在、東京芸術大学・東邦音楽大学大学院でオペ
ラなどの講師を務める。 

 

＊第 41 回(3 月 11 日）  須川展也(サクソフォン） サックスの音色が魅了する須川展也の世界 

          第 51 回日本音楽コンクール管楽部門 1 位なしの 2 位、第 1 回日本管打楽器コ
ンクール・サクソフォン部門において第 1 位を得てデビュー。認知度の浅かっ
たクラシック・サクソフォンの分野に脚光を浴びせた第一人者。1998 年ＪＴ音
楽家シリーズのＣＭに出演、圧倒的な人気を得た。2002 年 4 月からのＮＨＫ連
続小説｢さくら｣のテーマ音楽を演奏、ラジオ･テレビ出演も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

身近で聴く一流の生演奏が魅了します 

    実力と魅力あふれる出演予定者 
 


